
外航船舶に対し、燃料消費トン当たり2ドルの拠出（LNG等の低炭素燃料では減免）を義務付け。
当該資金を財源に、海運脱炭素化に必要なR&Dを支援する国際ファンド（IMRF：IMO Maritime
Research Fund）を創設。造船・海運・舶用事業者等による開発・実証事業を支援。

提案概要

新たな国際制度： ＩＭＯ研究開発ファンド（ＩＭＲＦ）

【共同提案国】 日本、シンガポール、デンマーク、スイス、ギリシャ、マルタ、ジョージア、リベリア、ナイジェリア、パラオ、
国際海運9団体（ICS, BIMCO, CLIA, IMCA, INTERCARGO, INTERFERRY, INTERTANKO, IPTA, WSC）

IMO海洋環境保護委員会

IMO研究開発ファンド（IMRF）

支払額証明

適合証書

監督・年間計画の承認

支払額証明書
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